
緒言
硫黄化合物は、ビールの風味と臭いを決める重要な役割
を担います。ヘッドスペースガスクロマトグラフおよび
化学発光硫黄検出器による硫黄化合物の選択性から、ビ
ール中で一般的に検出される揮発性硫黄化合物の高感度
で迅速な測定が可能になります。

多くの硫黄化合物はビールの風味と臭いの両方に影響を
及ぼすため、揮発性硫黄化合物の測定は、醸造業界にと
って関心の高いものです。これらの化合物は広範囲の硫
黄種や揮発性を示し、 そこにはメルカプタン、硫化物、
二硫化物、硫化水素などの種が含まれます。これらの化
合物は通常、低濃度 (ppb ～ ppm) で存在しますが、極
めて薄い特徴的な臭気や味覚のリミット値も持ちます。
特定な硫黄種が、発酵の問題の指標として役立つことも
あります。最近まで、炎光光度検出器 (FPD) を搭載した
ガスクロマトグラフが硫黄分析に使用されてきました。
FPD には、クエンチング、レスポンスの非直線性、選択
性不良などを含む多くの問題があります。化学発光硫黄
検出器 (SCD) を搭載したガスクロマトグラフは、ビール
中に存在する可能性のあるさまざまな硫黄化合物を同定
および定量するための迅速な方法を提供します。[1] この
技術の利点として、より高感度で選択的な検出、クエン
チングがない、硫黄に対して線形で等モルのレスポンス
などがあります。

Agilent 355化学発光硫黄検出器 (SCD): 
ビール中の揮発性硫黄化合物分析

技術概要

図 1 のとおり、さまざまな硫黄化合物がヘッドスペース
のクロマトグラムで同定されます。硫黄化合物には以下
の物が含まれます。1. 硫化水素、2. メチルメルカプタン、
3. エチルメルカプタン、4. ジメチルスルフィド、5. 二硫
化炭素、6. エチルメチルサルファイド (内部標準として
添加)、7. ジメチルジスルフィド、8. エチルメチルジス
ルフィド、9. ジエチルジスルフィド。

条件は以下のとおりです。355 SCD を標準条件に従い操
作。カラム: 30 m、内径 0.32 mm、4 µm メチルシリコ
ン WCOT ヒューズドシリカ、温度プログラム :  
–10 °Cで 3 分間保持、必要最終温度に 10 °C/min で昇
温、1 mL 静的ヘッドスペース注入: スプリット比 1:10。
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図 1.  ヘッドスペースを用いたビールのガスクロマトグラム。

1 硫化水素
2 メチルメルカプタン
3 エチルメルカプタン
4 ジメチルスルフィド
5 二硫化炭素
6 エチルメチルサルファイド (内部標準として添加)
7 ジメチルジスルフィド
8 エチルメチルジスルフィド
9 ジエチルジスルフィド


